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大項目 4 「地理総合」の授業法と小中高の接続教育 

中項目 4-1 「地理総合」における「主体的・対話的・深い学び」(アクティブラーニン

グ) 

小項目 4-1-2 身近な地域を知ることから「地理」の扉を開き地域づくりへ参画する 

細項目 

(発問) 
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防災教育授業実

践  

高校地理教育における「主体的・対話的・深い学び」の実践例（災害からの

地域づくり） 

作成者名 石橋 生 作成年 2021/2023年 Ver． 1.1 
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防災教育、みんなの BOSAIプラン 3.0、ICT教材の利活用、東日本大震災アーカイブス、防災小

説、クロスロード、地理院地図、重ねるハザードマップ、地理教育の道具箱、SDGs 

 

（１）ICT教材を利活用した防災教育について学ぶ意義を考える。（ICTと地理教育） 

2030 年には、モノとインターネットをつなげる IoT による自動運転や遠隔操作、人間が計算しきれないたく

さんの情報を AIが分析して、新しい考えを生み出す Society 5.0（超スマート社会）が到来することが予想され

ています。Society 5.0では、SDGsの「誰一人取り残さない」という考え方にもとづき、すべての人に平等な機

会が与えられ、AIやロボットを活用し、より快適で生活しやすい未来の社会を目指しています。日本では、これ

までしばしば台風や地震などの自然災害が起こり、たくさんの被害が出てしまいました。Society 5.0では、ド

ローンやロボットを使って復興支援をするだけでなく、これまでの災害に関する膨大なデータをコンピュータ上

に整理するGISを活用して、より精度の高いハザードマップを作成することもできます。例えば、2020年に起き

た集中豪雨では、球磨川が氾濫し、119番通報しても道路だけでなく、消防署まで浸水して救急車が出動できな

かったことが問題点として挙げられました。このような問題点を解決するために国や地方自治体が被災したデー

タをGISで収集・分析して、災害時の蓄積された被害状況やデータを定期的に更新し、インターネットを活用す

れば、最新のハザードマップを世界中の人々と安全性を高めるために共有することができます。国土地理院では、

デジタル化した重ねるハザードマップ（参考 URL１）を Web上で公開しており、スマホやタブレットを活用すれ

ば、現在地のハザードマップをいつでもどこでも簡単に持ち運び、閲覧することが可能です。 

文部科学省は GIGA スクール構想により、地域間でのデジタルデバイドをなくすため、全ての小中学生に一人

一台、パソコンやタブレット端末を配布し、デジタル教科書の導入など教育のデジタル化を進め、全国の学校で

ICT 教育による授業の効率化を推進しています。これまで Wifi 環境が整備されている私立の学校では実施可能

であった ICT教材を利活用した授業が、公立を含めた日本全国の学校でも徐々に実施されつつあり、今後、ます

ます紙の地図だけでなく、ICT教材を用いたデジタル地図を利活用する地理教育は学校現場の中で普及して行く

ことが予想されています。2020 年度はコロナ禍で学習環境も激変し、各学校で生徒たちへの教育支援には制約

も多かったのではないかと思われます。しかし、Zoomを活用すれば、時間と距離の制約をフラットになり、学外

の専門家とも簡単につながることができるため、コロナ禍で見えてきた新たな情報共有ツールは教育の効率化に

役立つことがわかりました。ただ、デジタルデバイドの問題点としては、ICTの環境整備による学校間の教育格

差は GIGA スクール構想である程度、緩和されますが、ICT を活用して地理の授業を教えるスキルのある教員と

そうでない教員との授業格差が生徒の学力差にもつながる恐れがあるため、教員に向けた教育支援も今後の課題

として検討をしていく必要があります。2020 年度のコロナ禍における学校閉鎖に伴うオンライン授業と、通常

の対面授業におけるICT教材を利活用したモデル授業の実践により、高校生の ICT活用能力を把握することがで

きました。コロナ禍におけるオンライン授業（図 1）の成功体験は、教育の多様化・可能性をさらに広げてくれ

ることがわかりました。 

 

（２）従来の防災教育とは異なる地理総合の防災教育を考える。（地理総合に向けた防災教育の提案） 

従来の防災教育では、その必要性から定期的には実施されているものの、あらかじめ日時が指定されている避

難訓練や外部の専門家から教えてもらう講義形式の受け身型の防災教育でした。本校のように同じ敷地内の高

校・中等教育学校を合わせて 3000 名近くが在籍する大規模校では、学園全体の防災教育の内容を変えることよ

り、教科学習の中で検討した方が即座に効果的な防災教育が提案できると考え、地理総合におけるモデル授業を
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図表のページ                                         P.2 

 

図 1 2020年 5月～6月に実施したコロナ禍におけるロイロノートを活用した高校地理のオンライン授業 

 
図２ 『地理総合に向けた防災教育の提案』 

東京大学空間情報科学研究センター主催「CSIS DAYS 2020」にて、GIS、空間データを活用して、2022年から

始まる高校必履修科目「地理総合」の優れた実践型教育の先行事例が評価され、「審査員特別賞」を受賞 

https://www.csis.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2020/12/days20D01.pdf （要旨） 
 
 

https://www.csis.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2020/12/days20D01.pdf
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（a）映像コンテンツを活用した防災教育（東日本大震災アーカイブス） 

（b）RPG防災教育（防災小説、クロスロード） 

（c）ICT教材を利活用した防災教育（地理院地図、重ねるハザードマップ、地理教育の道具箱） 

（a）はNHKの Webサイト「東日本大震災アーカイブス 証言 webドキュメント」（参考 URL２）は、学びの

空間を教室に限定することなく、いつでもどこでも短時間で動画を視聴することができるため、状況判断をす

る際に効果的で生徒の飽きを軽減させて、より多くのケースを短時間で理解することにもつながります。（b）

の RPG防災教育では、生徒が自ら防災小説（図３）を執筆したり、クロスロードを実施することで、こういう

場合はどうすれば良いのかというケーススタディを考えることができます。さらに、よりリアリティーを高め

るために、ディズニーランドや USJなど生徒が好きな娯楽施設など特定の場所の写真を提示し、ここで被災し

た時はどこへ避難すれば良いのかなど、より実践に近い体験型の防災教育でシチュエーションに応じた状況判

断能力を鍛えることが、この授業のポイントです。（c）は、地理総合では ICT教材を利活用して視覚的にとら

えて分析することが求められるため、GIS 教育と関連させて地理院地図（参考 URL３）、重ねるハザードマッ

プ、地理教育の道具箱「イラストで学ぶ過去の災害と地形」（参考 URL４）などの ICT 教材を利活用した防災

教育を考案します。地理教育の中で ICT教材を利活用する学習が出来れば、現状よりも精度の高い防災教育を

教科の中で提案することが可能となります。本校では、個－協働－個の学習サイクルのアクティブラーニング

型授業を、全学をあげて実践しており、文部科学省が進める GIGAスクール構想を踏まえ、アクティブラーニン

グ型授業と ICT教育を組み合わせた新しい防災教育（アクティブラーニング型授業×ICT教育）を提案するこ

とが必要だと考えました。高校地理の授業では ICT教材の操作方法についてオリジナル授業冊子（図４）を使

いながら、生徒が自らスマホやタブレットを操作して ICT教材の使い方を学びます。また、教授法としては、

従来の一方的な講義形式を見直し、アクティブラーニング型授業で教師だけでなく、生徒からも発信し、双方

が学びを外化する場を意図的に作り、生徒同士だけでなく、生徒・教員が相互に教え合う半学半教の精神を教

室内で根付かせ、インタラクティブな学びの場を創出させることがねらいです。この単元では、アクティブラ

ーニング型問題として「地理院地図や重ねるハザードマップなどの ICT教材を利活用して、桐蔭学園高校周辺

の地形とハザードマップを比較してみよう。」と設定しました。中学１年生の冬休みの宿題として、通学路にお

ける災害時の危険となるものを探し、ロイロノートに提出して３学期の授業で発表しましたが、高校から入学

してきた外進生にとっては、学校周辺の地形やハザードマップについては知らない生徒も多いので、高 1（学

校によっては高２）で必履修科目となる地理総合で、ICT 教材を活用して学校周辺を調査する授業は生徒の防

災意識を高めるだけでなく、学校や地域に目を向け、郷土愛を高めることにもつながり、より防災に関する理

解が深まりやすいと感じました。 

私は、全国の高校で学習する基礎編として、東日本大震災を題材にする教材を活用し、応用編として地域の

特性にあわせた防災教育の実施を提案したいと考えています。例えば、神戸市では 1995 年の阪神・淡路大震

災、広島市では 2014年の豪雨土砂災害を応用編の教材として扱うと基礎編で学んだ知識が応用編でも活かせ、

地域防災の意識を高めることにもつながると考えました。2011年に起きた東日本大震災における津波被害の際

に、かつて津波被害を受けたことがないから、こんな場所では被害は起きないだろうと考える正常性バイアス

と、周りの人がここで待機しているから自分もここで待機したら安全だとする同調バイアスなど、被災時の自

分だけは助かるだろうと考える心理が被害を拡大させたと言われています。そのためには、被災者の証言を教

訓とし、被災時にどのような行動をとればいいのか、日ごろから自分の頭で考える習慣を身につけなければな

りません。したがって、どんなに精度の高いハザードマップができたとしても、それを使う側の人間が平常な

心理で正しく利活用できるのか、さらには盲目的にハザードマップを信じるだけでなく、自分で考えて行動す

ることが求められます。一番大切なことは日ごろから連絡の取り方や避難する場所を家族で話し合い、非常用

の持ち出し袋の中身を確認し、避難経路などをあらかじめシミュレーションすることです。技術の進歩に頼る

だけでなく、防災に対する意識そのものを変えることが必要で、自然災害の多い日本ではインフラ整備などの

ハード面の防災対策だけでなく、私たちがすぐに実践できるソフト面の減災対策も行うことが大切です。自助・

共助・公助など私たち一人ひとりの行動に委ねられ、自然災害と共生し、次世代につなぐために誰一人取り残

さない持続可能な社会を実現することが求められます。 
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図３ 生徒が執筆した防災小説『コロナ禍における災害』 

 
図４ ICT教材の使用方法を記載した高校地理向けのオリジナル授業冊子 
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（３）教える地理総合で学ぶ生徒主体のアクティブラーニング型の防災教育を考える。（探究科目と連携） 

地理総合における防災教育は、あくまでも教師が生徒に伝える防災教育であったが、探究科目と連携し、生

徒自らが考えて実践できる場を提供することが、生徒主体のアクティブラーニング型の防災教育として必要不

可欠であると考えました。私は、2018年度より、地理総合のモデル授業を研究するため、探究科目（本校では

探究「未来への扉」と呼ばれ、高１から高２までの２年一貫教育１単位の授業）の中で GISゼミを立ち上げま

した。GISゼミは防災、教育、環境、交通、まちづくり、福祉の中から興味のある分野を選び、GISやスマホの

アプリなど最新のデジタルツールを活用して地域研究を行うゼミで、これまで計 37名の生徒が所属し、研究指

導を行ってきました。そこで通常の地理の授業だけでなく、探究の授業でもモデル授業の研究が行うことがで

きました。生徒と一緒に考案した、「みんなの BOSAIプラン3.0」は次のようにアップデートして完成しました。 

（a）BOSAIプラン1.0 → 学校における従来の防災教育 

（b）BOSAIプラン2.0 → 地理総合（GIS）における ICTを活用した教師が行う防災教育 

（c）BOSAIプラン3.0 → 教師でなく、高校生が行う防災教育 

緊急事態宣言下で Zoom での取材・授業見学となりましたが、NHK や立教大学大学院の宮本聖二教授、大学

院生に見ていただきながら、探究の授業内で地理総合に向けた防災教育のモデル授業、「みんなの BOSAIプラ

ン 3.0」（図５）を生徒自ら実践しました。このモデル授業の教授法としては、従来の一方的な講義形式を見

直し、アクティブラーニング型授業で生徒からも発信し、双方が学びを外化する場を意図的に作り出すことが

理解の定着に大きく結びついたと感じました。今後の展望としては、 

（a）小・中学生と高校生にできる行動・ボランティアを整理すること。 

（b）RPG防災教育のさまざまなケーススタディを実践してみること。 

（c）2022年の地理総合に向けて、防災教育のルーブリックを確立すること。 

を掲げています。現在、地域防災の若者離れや地域のつながりの希薄さが問題点として挙げられるので、災害

から地域づくりを強固なものにしていくために、（a）は横浜市総務局危機管理室地域防災課と連携して、横浜

市の小学生に向けて、高校生が行う防災教育（みんなの BOSAIプラン 3.0）を実施予定（図６）です。地理総

合や探究科目の授業で高校生を地域の頼れる防災リーダーに育て、次世代につなぐ持続可能な教育を目指し

ています。また、（b）と（c）については、本校では ICTを利活用したアクティブラーニング型授業のフロン

トランナーを目指してきましたが、本校で実施してきたアクティブラーニング型授業×ICT教育が今後、全国

の学校にも浸透して行くこと期待し、これまで培ってきたモデル授業を他の地域でも実践できるように研究

を続け、教授法と授業の精度をさらにブラッシュアップして行きたいと考えています。 

 

参考URL（以下のホームページは、2023年２月参照確認） 

参考URL１ https://disaportal.gsi.go.jp/maps/ 国土地理院：重ねるハザードマップ 

参考URL２ https://www9.nhk.or.jp/archives/311shogen/evidence/ NHK：東日本大震災アーカイブス 

参考URL３ https://maps.gsi.go.jp 国土地理院：地理院地図 

参考URL４ https://www.gsi.go.jp/CHIRIKYOUIKU/illustration_flood_geography.html 

国土地理院：地理教育の道具箱「イラストで学ぶ過去の災害と地形」 
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図５ 生徒が考案した防災教育の授業案と授業風景 

 

 

 

図６ 横浜市総務局危機管理室地域防災課と連携して横浜市の小学生に高校生が行う防災教育を計画 


